
広 報　天　　龍（12）令和４年12月22日

　
11
月
19
日
㈯
、20
日
㈰
の
２
日
間
、

な
ん
で
も
館
を
会
場
と
し
て
「
２
０

２
２
昇
龍
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
で
、
13
回
目
を
迎
え
る
「
昇

龍
ま
つ
り
」
は
、
村
民
と
農
林
商
工

業
者
な
ど
の
各
種
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
ふ
る
さ

と
の
良
さ
の
再
発
見
や
、
村
民
同
士

の
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
な
ど
を
目

的
に
、
隔
年
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
昨
年
度
実
施
予
定
で

あ
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
延
期
と
な
っ

た
た
め
今
年
度
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
両
日
と
も
感
染
症
予
防
を
十
分
に

行
う
中
で
、
各
種
表
彰
や
地
元
高
校

生
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏
を
は
じ
め
、

お
笑
い
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
、
地
元
の
各

種
団
体
に
よ
る
農
林
産
物
の
販
売
や

体
験
、
健
康
コ
ー
ナ
ー
、
作
品
展
示
、

公
民
館
ク
ラ
ブ
発
表
、特
別
講
演
会
、

投
げ
餅
が
行
わ
れ
、
両
日
と
も
に
大

勢
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
村
民
の
み
な
さ
ん
や
関

係
者
お
よ
び
投
げ
餅
の
景
品
を
ご
提

供
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

観光協会賞
宮澤信

村
民
賞 

表
紙
部
門 

大
沢
孝
史

観光協会賞
桑原真臣

観光協会賞
中島信行

㈱飯田スタジオ賞
串原幸延

㈱飯田スタジオ賞
小林健司

㈱飯田スタジオ賞
木下智子

信濃毎日新聞社賞
中村国男

信濃毎日新聞社賞
池宮正之

中日新聞社賞
林博文

中日新聞社賞
熊崎元子

南信州新聞社賞
林博文

南信州新聞社賞
恩沢利弘

火の粉舞う 雪景色の羽衣崎と飯田線 信州桜一番 ライトアップ

細道の若葉は初夏の色 ぶっぽうそうに見入るカメラマンたち 命を繋ぐ 夏の夜空

秘境駅の朝 心ひとつで! 紅葉の渓谷を行く

僕
の
ふ
る
さ
と
天
龍
村
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私たちの村
－12月１日現在－
人口 1,132 人

男 536 人 女 596 人
世帯数 645 世帯

2022年12月22日

お笑いライブショー

おめでとう!

小学校児童による太鼓 高校生による吹奏楽の演奏

久しぶりの投げ餅

至学館大学学長による
特別講演会

保育所園児による発表

　令和３年８月から１年間にわたってご応募いただいた42作品の中
から、13作品が各賞に選ばれました。
　受賞されたみなさん、おめでとうございます！またご応募いただ
いたみなさん、村民投票や審査にご協力いただいたみなさん、あり
がとうございました。

2023年天龍村カレンダーフォトコンテスト審査結果



林野庁長官より受賞

12/28㈬ 12/29㈭ 12/30㈮ 12/31㈯ 1/1㈰ 1/2㈪ 1/3㈫ 1/4㈬

ふれあいステーション龍泉閣
【２階フロント、売店】

通常営業

13時
閉店 休　業

通常営業
【１階レストラン】 14時

閉店

【４階ラウンジ】 休　業

龍泉の湯
正午～18時
受付終了
19時閉館

休　業

天龍温泉おきよめの湯 通常営業 18時閉館 休業 通常営業

レストラン湯とり 冬季
営業 休業 冬季営業

図書館 通常
開館 12/29～1/4休館（1/5㈭から通常通り開館します）

村営バス
（天候等により、臨時便または運休の場合あり） 通常運行 午後

運休 運休 通常運行

広域バス平岡線（平岡⇔和田） 通常運行 運休 通常
運行

乗合タクシー平岡線（平岡⇔和田） 通常運行 土日
ダイヤ 運休 土日ダイヤ 通常

運行

天龍村国保診療所 休診 通常診察
19時まで

通常診察
18時まで 休診

年末年始の可燃ごみ回収 × ○ ○ × × × × ×

稲葉クリーンセンター受け入れ ○ ○ ○ × × × × ○

阿南斎場の受け入れ ○ ○ ○ × × × × ○

（11）広 報　天　　龍 令和４年12月22日 広 報　天　　龍（２）令和４年12月22日

【その他】可燃ゴミの収集は、向方・大河内地区は12月29日㈭まで収集を行い、年始は１月5日㈭から収集を行います。
　　　　　それ以外の地区は、12月30日㈮まで収集を行い、年始は１月6日㈮から収集を行います。

年末年始のご案内

○故堤本伊那人氏に位記（正六位）授与
○国道418号福島トンネル貫通
○新型コロナワクチン接種が昨年に続き実施される
○平岡駅前活性化施設（満島屋及びコーポあさぎり）竣工
○総合体育施設着工　令和５年２月の完成目指す
○なんでも館常設展示室等整備事業専門委員会の答申を受け整備始まる
○デマンドバス運行開始
○佐川急便株式会社と「災害時における支援物資の受入及び配送等に関する協定」を締結
○ふるさと夏まつり、新型コロナウイルスの影響により３年連続中止
○ボノ株式会社と「地域資源を活用した都市農村交流への取り組みに関する協定」を締結
○国道418号（仮称）足瀬トンネル貫通
○虫川新野峠線が第45回林道維持管理コンクールで農林水産大臣賞を受賞
○長野大井戸線　栄町区で緊急車両の通り抜けが可能に
○教育委員　松下清治氏再任
○GIGAスクールオンライン研修会　天龍中、天龍小で公開
○民生児童委員一斉改選
○つながり人口創出事業「天龍つなぐカレッジ」が地域発元気づくり支援金「地域振興局長賞」を受賞
○天龍左岸線　令和２年に被災した災害復旧工事が全て完了
○新型コロナ感染症拡大と原油価格・物価高騰の影響を受ける住民生活支援のため、各種商品券等
を配付

令和4年（2022年） 村のおもなできごと

村
表
彰
・
国
民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰

　
こ
の
度
、
天
龍
村
が
11
月
16

日
㈬
に
行
わ
れ
た
全
国
治
山
林

道
協
会
主
催
「
林
道
維
持
管
理

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
「
農
林
水
産

大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
林
道

の
維
持
管
理
業
務
と
改
善
を
促

し
、
林
道
の
路
体
保
全
と
通
行

の
安
全
確
保
を
目
的
と
し
て
維

持
管
理
状
況
の
優
秀
な
林
道
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
、
沿
線
住
民
の
み
な
さ

ん
の
道
路
管
理
が
評
価
さ
れ
、

受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

　
11
月
11
日
㈮
に
下
條
村
議
会

の
み
な
さ
ん
が
、
天
龍
村
議
会

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
状
況
の
視

察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
天
龍
村
議
会
で
は
、
令
和
３

年
度
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
及
び
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
の
た
め
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
下
條
村
議
会
で
も
来
年
度
か

ら
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
当
日
は
、
議
場
な

ど
で
天
龍
村
の
各
議
員
が
使
用

状
況
を
実
際
に
見
せ
る
形
で
説

明
し
ま
し
た
。

　
第
２
回
臨
時
会
を
11
月
２
日

㈬
に
開
催
し
、
左
記
の
議
案
に

つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
電
気
・
ガ

ス
・
食
料
品

等
の
価
格
高

騰
に
対
す
る

全
村
民
を
対

象
と
し
た
灯

油
等
燃
料
購

入
助
成
券
の

配
付
な
ど
の

経
済
対
策
と
、

９
月
の
台
風

14
号
、
15
号

災
害
に
お
け

る
災
害
復
旧

事
業
費
の
追

加
で
す
。

　
令
和
４
年
度
村
表
彰
及
び
国

民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰
の

授
与
式
が
11
月
19
日
㈯
の
昇
龍

ま
つ
り
開
祭
式
の
中
で
行
わ

れ
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
「
国

際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
飯
田
」
会

長
の
橋
部
寿
美
子
さ
ん
に
村
長

よ
り
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
み

な
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り

臨
時
議
会

臨
時
議
会

第
❷
回予

　
　
　算

令和４年度　補 正 予 算

会    計    名

一　　　般（第4号）

補正前の額

27億6,599万円

補正額

1億7,998万円

計

29億4,597万円

感
　
謝
　
状

○
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
飯
田

会
長
　
橋
部
寿
美
子
さ
ん

（
飯
田
市
）

○
石
川
峰
生
さ
ん
（
埼
玉
県
）

○
末
富
　
信
さ
ん
（
東
京
都
）

○
滝
沢
英
夫
さ
ん
（
埼
玉
県
）

○
田
中
静
大
さ
ん（
安
曇
野
市
）

　
村
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

国
保
健
康
家
庭
表
彰

【 

村 

表 

彰 

】

〇
吉
澤
幸
男
さ
ん
（
鶯
巣
宇
連

区
）

〇
安
達
ト
シ
子
さ
ん（
本
町
区
）

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
り
、
３
年
以
上
に
わ
た
り

保
険
証
を
使
用
し
な
か
っ
た
世

帯
で
、
国
民
健
康
保
険
税
を
完

納
し
た
世
帯
の
皆
さ
ん
で
す
。

虫
川
新
野
峠
線
が

農
林
水
産
大
臣
賞

　
　
　を
受
賞
！

下
條
村
議
会
の

み
な
さ
ん
が
視
察
に

来
ら
れ
ま
し
た

下條村議会からタブレットの視察

今年のおもな
できごとです。

▶
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
飯
田

会
長 

橋
部
さ
ん
（
中
央
）



（３）広 報　天　　龍 令和４年12月22日 広 報　天　　龍（10）令和４年12月22日
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ふ
る
さ
と
寄
附
金

　
広
報
天
龍
第
２
１
０
号
（
10

月
号
）
で
公
表
後
、
11
月
30
日

現
在
で
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ご

希
望
の
方
の
み
、
氏
名
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
金
田 

健 

様
●
阿
部 
出 

様

●
井
上 

康
平
様
●
和
久
田 
康
平 

様

●
金
田 

秀
章 

様
●
吉
田 
定
宏 
様

●
渡
辺 

弘 

様
●
國
澤 

裕
城 
様

●
佐
藤 

沙
妃 

様
●
細
川 

汐
里 

様

●
菅
原 

慎
一 

様
●
山
岡 

愛
子 

様

●
植
田 

浩
一 

様
●
網 

明
日
香 

様

●
有
波 

裕
貴 

様
●
西 

直
亮 

様

●
奥
村 

真
理 

様
●
坂
本 

久
美
子 

様

●
黒
川 

宗
康 

様
●
浅
倉 

庸
志  

様

●
岩
瀬 

國
雄 

様
●
内
田 

欽
士 

様

●
三
谷 

豊
章 

様
●
小
出 

貴
志 

様

●
西
郷 

か
お
り 

様
●
宇
土 

晃
央 

様

●
大
関 

健
治 

様
●
今
西 

和
衛 

様

●
巽 

俊
文 

様
●
松
原 

忠
大 

様

●
丹
野 

裕
子 

様
●
臼
井 

昭
雄 

様

●
前
川 

佳
範 

様
●
遠
藤 

ま
り 

様

●
浅
原 

貫
太 

様
●
小
川 

敦
史 

様

●
渡
邊 

希 

様
●
木
戸 

万
有
美 

様

●
山
田 

明
広 

様
●
東
口 

雄
三 

様

●
野
中 

隆
弘 

様
●
大
槻 

隆
之 

様

●
矢
花 

之
宏 

様
●
小
川 

貴
史 

様

●
清
水 

香 

様
●
山
口 

春
花 

様

●
大
古
場 

智
恵
子 

様
●
林 

裕  

様

●
望
月 
健
太 

様
●
菊
地 

野
生 

様

●
安
藤 

雅
明 

様
●
河
村 

真
紀
子 

様

　
今
回
は
３
２
７
名
の
方
か
ら

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
な

ど
か
ら
も
お
申
込
み
が
で
き
ま

す
。
決
済
方
法
は
金
融
機
関
か

ら
の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
役
場
窓

口
で
も
承
り
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.jp/

水
道
管
は
、
保
温
材
を
敷
く
、

巻
く
こ
と
が
有
効
で
す
。
特

に
立
ち
上
が
り
部
分
は
、
地

中
へ
20
㎝
ほ
ど
保
温
材
を
巻

い
て
、
蛇
口
部
分
も
保
護
す

る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

●
不
凍
栓
の
活
用
…
不
凍
栓
が

あ
る
場
合
は
、
寝
る
前
に
必

ず
バ
ル
ブ
を
閉
め
、
蛇
口
を

し
っ
か
り
開
い
て
水
抜
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

そ
れ
で
も
水
道
管
が
破
裂
し

漏
水
し
た
場
合
は
、
メ
ー
タ
ー

器
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
を
右

に
回
し
閉
め
て
か
ら
、
水
道
工

事
業
者
へ
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

（
建
設
課 

環
境
水
道
係
）

　
年
末
年
始
を
控
え
、
今
年
も

厳
し
い
寒
気
が
訪
れ
ま
す
。
朝

晩
の
冷
え
込
み
に
よ
り
、
水
道

管
が
凍
結
す
る
と
、破
裂
、漏
水
、

断
水
な
ど
で
起
こ
る
被
害
は
恐

ろ
し
い
も
の
で
す
。

　
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

凍
結
防
止
に
有
効
な
手
段
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

●
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
器
ボ
ッ

ク
ス
内
の
保
護
…
ご
家
庭
の

水
道
メ
ー
タ
ー
器
ボ
ッ
ク
ス

内
や
、
屋
外
に
む
き
出
し
の

　
村
政
を
は
じ
め
、
天
龍
村
に

対
す
る
様
々
な
ご
意
見
・
ご
要

望
、
日
頃
か
ら
感
じ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
く

「
提
言
ボ
ッ
ク
ス
」
を
新
た
に

満
島
屋
の
イ
ー
ト
イ
ン
・
交
流

ス
ペ
ー
ス
側
の
出
入
り
口
付
近

に
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
提
言
ボ
ッ
ク
ス
は
他
に
、
役

場
、
な
ん
で
も
館
、
お
き
よ
め

の
湯
、
龍
泉
閣
に
設
置
し
て
あ

り
ま
す
。

　
天
龍
村
長
と
天
龍
村
議
会
議

員
で
、
道
路
改
良
等
に
関
す
る

天
龍
村
独
自
の
要
望
活
動
を
令

和
４
年
11
月
24
日
に
長
野
県
建

設
部
、
長
野
県
議
会
と
関
東
地

方
整
備
局
へ
、
翌
日
25
日
に
財

務
省
、
国
土
交
通
省
に
対
し
、

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
来
な
ら
全
議
員
で
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
長
野

県
建
設
部
長
へ
の
要
望
活
動
で

は
、
永
嶺
村
長
は
じ
め
、
熊
谷

議
長
、
後
藤
副
議
長
、
建
設
産

業
委
員
長
の
秦
議
員
、
大
平
議

員
、
天
龍
村
商
工
会
の
福
士
会

長
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
道

路
整
備
の
必
要
性
を
訴
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、財
務
省
、国
土
交
通
省
、

関
東
地
方
整
備
局
へ
も
代
表
５

名
に
よ
り
要
望
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　
主
な
要
望
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

〇
国
道
四
一
八
号
（
福
島
・
鶯

巣
）
天
竜
川
橋
架
け
替
え
工

事
の
早
期
完
成

〇
国
道
四
一
八
号
（
阿
南
町
新

野
〜
天
龍
村
お
き
よ
め
の
湯

間
）
の
拡
幅
改
良
整
備
促
進

〇
国
道
四
一
八
号
（
早
木
戸
〜

的
瀬
間
災
害
復
旧
）
福
島
ト

ン
ネ
ル
の
早
期
完
成

〇
国
道
四
一
八
号
足
瀬
地
籍
の

通
行
止
め
早
期
復
旧

〇
○主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
平
岡

ダ
ム
〜
十
方
峡
橋
（
松
崎
）

の
拡
幅
改
良
整
備
の
早
期
事

凍
結
注
意
！

水
道
管
の
冬
支
度
は

　
　
　万
全
で
す
か
？

除
雪
作
業
・

塩
カ
ル
に
つ
い
て

冬
本
番
！

●
冬
期
間
に
お
け
る
通
行
と

生
活
の
安
全
確
保
の
た
め
、

積
雪
10
㎝
を
目
安
に
早
朝

か
ら
除
雪
作
業
を
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
一
部
の
凍
結
危
険
箇
所
へ

塩
カ
ル
・
滑
り
止
め
の
砂

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
い
た
だ
き
、
残
量

不
足
な
ど
お
気
づ
き
の
方

は
役
場
ま
で
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
近
年
、
資
材
の
高
騰
に
よ

り
塩
カ
ル
の
価
格
も
値
上

が
り
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
必
要
最
小
限
の
使

用
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
建
設
課
・
地
域
振
興
課
） 

▶
満
島
屋
に
設
置
さ
れ
た

提
言
ボ
ッ
ク
ス

満
島
屋
に

提
言
ボ
ッ
ク
ス

　
　
　
　
　設
置

村・村
議
会
に
よ
る

国
道・県
道
の
改
良
等
の

要
望
活
動
を
実
施

　
天
龍
小
学
校
で
「
お
や
す
・

し
め
縄
、
餅
つ
き
大
会
」
が
、

12
月
７
日
㈬
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
正
月
を
迎
え
る
た
め
の
、
し

き
た
り
や
、
な
ら
わ
し
の
体
験

を
通
し
て
伝
統
行
事
の
良
さ
を

知
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
の

ご
指
導
の
下
、子
ど
も
達
が「
お

や
す
・
し
め
縄
」
作
り
を
体
験

し
ま
し
た
。

　
最
初
は
慣
れ
な
い
作
業
に
苦

戦
す
る
様
子
も
あ
り
ま
し
た
が
、

講
師
の
方
の
指
導
を
受
け
る
中

で
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の「
お
や
す
・

し
め
縄
」
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
田
ん
ぼ
で
収
穫
さ

れ
た
も
ち
米
を
臼
と
杵
を
使
い
、

児
童
た
ち
が
一
生
懸
命
つ
い
て

美
味
し
い
お
餅
に
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
出
来
た
お
餅
は
、
そ
の
後
の

給
食
で
振
舞
わ
れ
、
お
世
話
に

な
っ
た
講
師
の
方
々
と
一
緒
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に
分
か
れ
て

味
わ
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
に
と
っ
て
日
本
の

伝
統
行
事
を
学
ぶ
よ
い
機
会
と

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※どなたでも無料で観覧いただけます。

と　き

ところ 文化センター なんでも館

令和5年１月15日（日）
　　午後1時30分より

☆落語家☆出　演

初笑い

新春天龍寄席

お
や
す
･
し
め
縄
、

餅
つ
き
大
会

橘家 團十郎 他5名

天龍寄席実行委員会
☎32－3206

主　催

業
化

〇
○主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
　
宇

連
沢
〜
羽
衣
崎
の
改
良
整
備

促
進

〇
○主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
　
満

月
屋
〜
早
木
戸
橋
の
改
良
整

備
促
進

〇
○主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
　
沿

道
樹
木
伐
採
の
早
期
実
施

〇
県
道
大
河
内
中
川
原
線
の
待

避
所
設
置
と
道
路
防
災
対
策

事
業
の
整
備
促
進

〇
過
疎
代
行
事
業
に
よ
る
そ
の

他
村
道
大
河
内
線
の
早
期
着

工

〇
早
木
戸
川（
的
瀬
〜
早
木
戸
）、

芝
沢
川
（
戸
口
）
の
砂
防
施

設
整
備
促
進

〇
福
島
地
区
、
向
方
地
区
（
ス

ド
ウ
チ
地
籍
）
の
地
す
べ
り

対
策
の
促
進

　
長
野
県
建
設
部
か
ら
は
小
松

次
長
よ
り
、
国
の
予
算
配
分
は

昨
年
並
み
で
は
あ
る
が
、
こ
こ

３
年
間
は
災
害
が
多
い
の
で
、

安
全
性
確
保
の
た
め
優
先
順
位

を
つ
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
関
東
地
方
整
備
局
の

飯
田
道
路
調
整
官
か
ら
は
、
国

道
四
一
八
号
足
瀬
地
籍
の
被
災

は
非
常
に
印
象
深
く
、
早
期
の

安
全
整
備
に
向
け
て
引
き
続
き

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
な
ど
の

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

◀
国
土
交
通
省

　丹
羽
道
路
局
長
へ

　要
望
書
の
手
渡
し

▶
丸
山
栄
一

　長
野
県
議
会

　議
長
へ
の
説
明



●
所
在
地

　〒
３
９
６-

０
０
１
４

　
伊
那
市
狐
島
４
１
７
６
番
地

●
募
集
人
員
　
40
名

●
修
学
年
限
　
２
年

●
願
書
受
付

　
令
和
５
年
１
月
10
日
㈫

　
〜
１
月
31
日
㈫

●
受
験
料
　
１
万
円

●
入
学
試
験
日

　
令
和
５
年
２
月
18
日
㈯

●
試
験
科
目
　

国
語
・
数
学
・
面
接
（
該
当
者
）

●
資
料
請
求
方
法

　
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、
94
円

切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒

（
長
形
３
号
）
を
同
封
の
上
「
募

集
要
項
希
望
」
と
明
記
し
て
郵
便

に
て
請
求
し
て
い
た
だ
く
か
、
直

接
学
院
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

ご
不
明
な
点
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院

℡
０
２
６
５-

７２-

２
８
５
６

（９）広 報　天　　龍 令和４年12月22日 広 報　天　　龍（４）令和４年12月22日

生
徒
募
集
に
つ
い
て

天龍村租税教育推進協議会では、租税教育の一環
として次の世代を担う子ども達に税について関心を
持ってもらい税の大切さを知ってもらうため、毎年、
小中学生を対象として｢税に関するポスター・作文｣
の募集を行っています。
本年度は、小学生４名、中学生12名から、ポスタ

ーと作文の応募をいただき、11月２日㈬に天龍村老
人福祉センターで表彰授与式が行われました。
各賞を受賞されたみなさんおめでとうございます。

令和4年度天龍村租税教育推進協議会 税に関するポスター･作文の受賞者

令和４年度　税に関する ｢ポスター｣ 受賞者
◎ポスター

賞　名 学校名 学年 氏　名表　彰　状　記　載　名

天龍村租税教育推進協議会長賞 天龍小 ５年 熊谷　一輝（くまがい　いっき）
税金はみんなではらおう

飯田税務署長賞 天龍小 ５年 成瀬　心夏（なるせ　こなつ）
みんなの税で明るい未来

天龍村租税教育推進協議会特別賞 天龍小 ５年 藤澤陽菜乃（ふじさわ　ひなの）
税金は正しくおさめよう

天龍村租税教育推進協議会特別賞 天龍小 ５年 宮澤　優心（みやざわ　こころ）
社会のために税金をおさめよう

令和４年度　税に関する ｢作文｣ 受賞者
◎作文

賞　名 学校名 学年 氏　名表　彰　状　記　載　名

天龍村租税教育推進協議会長賞 天龍中 ２年 熊谷　朋哉（くまがい　ともや）
税の仕組

天龍村租税教育推進協議会　飯田税務署長賞 天龍中 ３年 宮下　昇己（みやした　しょうき）
税金の大切さ

南信県税事務所長賞 どんぐり向方中 ２年 廣畑　桃佳（ひろはた　ももか）
納税された税の主な使われ方

飯田地区納税貯蓄組合連合会特別賞 どんぐり向方中 ３年 小山　杏奈（おやま　あんな）
税金の色々な使い道

天龍村商工会長賞 天龍中 １年 藤澤　幸音（ふじさわ　ゆきの）
税金の役割

天龍村青色申告会長賞 天龍中 ３年 熊谷　彩香（くまがい　あやか）
ベーシックインカムについて

（社）飯田法人会天龍支部長賞 どんぐり向方中 ２年 杵渕　拓生（きねぶち　たくお）
税金の必要性

天龍村租税教育推進協議会　関東信越税理士会飯田支部長賞 どんぐり向方中 ３年 土肥　秀太（どひ　しゅうた）
ふるさと納税の仕組

飯田信用金庫天龍支店長賞 どんぐり向方中 ２年 白井　斗翔（しらい　とわ）
私の身近な税金

みなみ信州農業協同組合南信濃支所長賞 どんぐり向方中 １年 清水　ひなた（しみず　ひなた）
税金について

平岡郵便局長賞 どんぐり向方中 ２年 湯浅　直大（ゆあさ　なおひろ）
税の作文

飯田間税会長賞 どんぐり向方中 ３年 五味　暖翔（ごみ　はると）
税について

記念撮影の様子

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、

不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人
に

対
し
、
そ
の
取
得
を
知
っ
た
日

か
ら
３
年
以
内
に
相
続
登
記
の

申
請
を
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ

れ
ま
す
。

　
相
続
登
記
に
関
し
て
ご
不
明

な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
左

記
の
期
間
で
、
県
内
各
司
法
書

士
事
務
所
に
よ
る
無
料
相
談
が

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
期
間
／
令
和
５
年
２
月
１
日

㈬
〜
２
月
28
日
㈫

・
時
間
／
朝
９
時
か
ら
夕
方
４

時
迄（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

・
場
所
／
県
内
各
司
法
書
士
事

務
所（
ご
希
望
の
司
法
書
士
事

務
所
へ
直
接
ご
予
約
く
だ
さ

い
。連
絡
先
な
ど
ご
不
明
な
場

合
は
、次
の
お
問
い
合
わ
せ
先

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

・
相
談
料
／
無
料

・
相
談
例
／
相
続
登
記
は
し
な

い
と
い
け
な
い
の
？

相
続
登
記
義
務
化
に
な
っ
た

ら
ど
う
な
る
の
？

遺
言
に
つ
い
て
知
り
た
い
な
ど

・
お
問
い
合
わ
せ
先
　
長
野
県

司
法
書
士
会
事
務
局
　
℡
０

２
６‒

２
３
２‒

７
４
９
２

司
法
書
士
に
よ
る

　相
続
登
記
無
料
相
談
月
間

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院

分
は
、
一
日
約
２
ℓ
と
い
わ
れ

ま
す
。
適
度
に
水
分
を
摂
り
、

脱
水
症
状
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
脱
水
は
、
腎

臓
に
負
担
を
か
け
ま
す
の
で
、

こ
ま
め
に
水
や
お
茶
な
ど
の
水

分
を
補
給
し
て
く
だ
さ
い
。

②
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
食
事
で
摂
っ
た
塩

分
は
、
腎
臓
で
排
泄
し
ま
す
の

で
、
塩
分
を
摂
り
過
ぎ
る
と
腎

臓
に
負
担
を
か
け
て
し
ま
い
ま

す
。③
高
血
圧
を
治
療
し
ま
し

ょ
う
。
腎
臓
は
、
血
液
の
ろ
過

機
能
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
全

身
の
血
圧
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

血
圧
の
高
い
状
態
が
続
く
と
、

腎
臓
の
細
い
血
管
に
負
担
が
か

か
り
、
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ

し
ま
す
の
で
、
余
分
な
水
分
や

塩
分
を
十
分
に
排
泄
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
血
液

量
が
増
え
て
心
臓
の
負
担
も
増

え
、
血
圧
が
高
く
な
り
ま
す
。

④
血
糖
値
を
上
げ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
血
液
中
の
糖
分

が
多
い
状
態
、
い
わ
ゆ
る
高
血

糖
は
、
血
管
を
痛
め
ま
す
。
特

に
糖
尿
病
で
慢
性
的
に
高
血
糖

状
態
が
続
く
と
、
腎
臓
の
血
管

が
傷
つ
き
、
ろ
過
機
能
が
低
下

し
ま
す
。
す
る
と
尿
に
タ
ン
パ

　
私
た
ち
が
食
べ
た
り
飲
ん
だ

り
し
て
体
内
に
取
り
込
ん
だ
も

の
は
、
主
に
内
臓
で
代
謝
さ
れ

て
、
体
外
に
排
泄
さ
れ
ま
す
。

代
謝
に
よ
っ
て
で
き
た
老
廃
物

や
毒
素
な
ど
は
、
便
と
尿
に
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
水
に
溶
け

な
い
物
質
は
、
肝
臓
か
ら
腸
内

に
送
ら
れ
便
に
な
り
、
水
に
溶

け
る
物
質
は
、
腎
臓
で
ろ
過
さ

れ
て
膀
胱
に
た
ま
り
、
尿
に
な

り
ま
す
。
今
回
は
、
尿
を
つ
く

る
腎
臓
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
腎
臓
は
背
骨
の
両
側
に
左
右

１
個
ず
つ
あ
り
、
私
た
ち
の
体

内
を
流
れ
る
血
液
を
全
て
ろ
過

し
、
老
廃
物
や
余
分
な
水
分
を

尿
と
し
て
除
去
し
て
い
ま
す
。

腎
臓
が
一
日
に
ろ
過
す
る
血
液

の
量
は
１
５
０
ℓ
と
い
わ
れ
、

大
型
の
ド
ラ
ム
缶
１
本
分
に
相

当
し
ま
す
。
腎
臓
の
働
き
が
弱

る
と
老
廃
物
が
体
内
に
蓄
積
し

ま
す
の
で
、
腎
臓
の
機
能
を
低

下
さ
せ
な
い
た
め
に
、
次
の
工

夫
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

①
私
た
ち
の
身
体
に
必
要
な
水

腎
臓
を
労
わ
り
ま
し
ょ
う

腎
臓
を
労
わ
り
ま
し
ょ
う

腎
臓
を
労
わ
り
ま
し
ょ
う

保
健
師
だ
よ
り

ク
質
が
漏
れ
出
し
、
糖
尿
病
性

腎
症
と
い
う
病
態
に
な
り
ま
す
。

高
血
糖
を
放
置
せ
ず
、
ま
ず
は

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
、
き

ち
ん
と
治
療
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

⑤
脂
質
異
常
症
を
見
過
ご
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
血
液

中
に
脂
質
が
多
く
、
余
分
な
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
血
管
壁
に
た

ま
り
動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
の

で
、
腎
臓
病
の
発
症
に
つ
な
が

り
ま
す
。

⑥
生
活
習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
・
改

善
し
ま
し
ょ
う
。
生
活
習
慣
病

は
、
腎
臓
の
機
能
を
低
下
さ
せ
、

腎
臓
病
の
要
因
に
な
り
や
す
い

と
い
わ
れ
ま
す
。
自
分
の
状
態

に
合
わ
せ
て
、
毎
日
、
適
度
に

身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
ラ

ジ
オ
体
操
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

お
す
す
め
で
す
。
ま
た
、
食
事

の
内
容
を
見
直
し
、
減
塩
・
良

質
な
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
を
心

が
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
既
に
腎
臓
病
や
透
析

な
ど
で
治
療
中
の
場
合
は
、
水

分
摂
取
量
や
日
常
の
活
動
量
な

ど
に
つ
い
て
主
治
医
の
指
示
に

従
い
ま
し
ょ
う
。



（５）広 報　天　　龍 令和４年12月22日 広 報　天　　龍（８）令和４年12月22日

任期満了による民生委員・児童委員の一斉改選が行われ、12月1日より新たな委員でスタートするこ
とになりました。民生委員・児童委員は、民生委員法により定められた民生委員推薦会によりその選考
が行われ、長野県知事に推薦されたもので、知事は県の地方社会福祉審議会の意見を聴いたうえで厚生
労働大臣に推薦し、このたび同大臣から委嘱される運びとなりました。任期は３年間で、長期にわたり
大変お世話になりますがよろしくお願いします。

『民生委員・児童委員名簿』（令和４年度改選後）

『退任委員』　金田　隆さん（鶯巣）、宮澤　紀子さん（中井侍）
長年にわたり、地域福祉の向上にご尽力いただきましたことに、心から感謝申し上げます。

民生委員は民生委員法により市町村への設置が定められ、児童委員は児童福祉法によって民生委員が
児童委員を兼ねることとなっています。民生委員・児童委員は厚生労働大臣に委嘱されたボランティア
として、地域に根差した福祉活動を展開するもので、担当区域の住民の実態や福祉需要を日常的な把握と、
地域住民がかかえる問題について、相手の立場に立って相談にのります。また、住民の福祉需要に応じ
てサービスが得られるよう関係行政機関、施設・団体などに連絡し、必要な対応を促すパイプ役となっ
ていただくのが主な活動になります。
民生委員・児童委員は、個人的な利益につながる支援として経済的支援や労力の提供などといったサー
ビスは行いません。また、過剰な個人づきあいを強いられるものでもありませんので、ご理解をお願い
します。 

民生委員・児童委員の一斉改選が行われました
「
つ
な
が
り
人
口
創
出
事
業
･
秘
境
大
学
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
実
施
し
て
い
ま
す

民生委員・児童委員の活動について

出身地区 氏　　名 新･再任別 担　　当　　地　　区

清　水 遠山　巳好 再　任 折立　　清水　　北　　本町　　長野

西　原 宮澤 ナヲ子 再　任 為栗　　西原　　東原A

東原B 小木曽 靖子 再　任 東原B　　中央　　余野

長野町 村松　三子 再　任 長野町　南下　松島　長沼　長島宇連　見遠

南　上 板倉　昭德 再　任 岡本　　南上　　南中

十久保 熊谷　秀敏 新　任 鴬巣 　十久保 　下山　中井侍　途中上平　鴬巣宇連

福　島 平松　喜子 再　任 栄町　福島　　大久那　　合戸　　

坂　部 平松　和子 再　任 中組　　戸口　　倉の平　　坂部

向　方 橋爪　　誠 再　任 梨畑　　大河内　　向方　　峠山

西　原 福士　直子 再　任 天龍村全域【主任児童委員】

任期：令和４年12月1日～令和７年11月30日 （敬称略）

〇インボイス発行事業者の登録を検討されている方向けの説明会

開催日 開催時間 開催場所 定　員 お問合せ先

令和５年
1月16日㈪

9時30分～
10時30分

飯田税務署（2階会議室）
飯田市高羽町
6丁目１－５
飯田高羽合同庁舎内

20名（事前登録制）
令和5年1月11㈬迄

飯田税務署
法人課税
第一部門

☎0265-22-1742
令和５年
1月23日㈪

14時00分～
15時00分

20名（事前登録制）
令和5年1月18㈬迄

〇登録予定事業者向けの制度開始に向けての準備に関する説明会

開催日 開催時間 開催場所 定員 お問合せ先

令和５年
1月16日㈪

14時00分～
15時00分

飯田税務署（2階会議室）
飯田市高羽町
6丁目１－５
飯田高羽合同庁舎内

20名（事前登録制）
令和5年1月11㈬迄

飯田税務署
法人課税
第一部門

☎0265-22-1742
令和５年
1月23日㈪

9時30分～
10時30分

20名（事前登録制）
令和5年1月18㈬迄

令和５年10月１日から、消費税の仕入税額控除の方式としてインボイス制度が開始されることに伴い、
飯田税務署による次の説明会が開催されます。
※法人、個人事業者の方で参加を希望される場合は、次の表をご覧の上、飯田税務署へお問合せください。
参加料は無料ですが、事前登録が必要となります。
なお、新型コロナウイルス感染症等の状況によっては開催を中止する場合がございます。あらかじめご
了承ください。

消費税「インボイス制度」説明会の開催について

　
村
で
は
移
住
定
住
施
策
の
一

環
と
し
て
、
都
市
部
に
住
み
な

が
ら
村
と
関
わ
り
を
持
ち
、
村

の
地
域
活
動
に
参
加
・
協
力
い

た
だ
く
「
つ
な
が
り
人
口
創
出

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
２
０
１
９
年
か
ら

「
天
龍
つ
な
ぐ
カ
レ
ッ
ジ
」
と

し
て
始
ま
り
、
２
０
２
１
年
度

か
ら
は
「
秘
境
大
学
」
と
名
を

改
め
、
村
内
視
察
や
村
民
と
の

交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
年
々
参
加
者
が
増
え
て
お
り
、

今
年
度
は
定
員
を
は
る
か
に
上

回
る
計
２
３
名
か
ら
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
を
通

し
て
天
龍
村
の
魅
力
が
村
外
に

広
く
伝
わ
っ
て
き
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。秘

境
大
学
の
活
動

　
現
在
、
秘
境
大
学
で
は
向
方

地
区
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
里

山
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

（
資
源
の
商
品
化
、
価
値
の
具

現
化
）
を
す
る
チ
ー
ム
と
、
地

区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
文

化
の
継
承
に
つ
い
て
か
か
わ
り

方
を
考
え
る
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
月
に
１

度
ネ
ッ
ト
会
議
を
し
た
り
、
実

際
に
向
方
地
区
を
訪
れ
、
地
区

の
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換
を
し

た
り
と
、
積
極
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

10
月
22
日
･
23
日 

向
方
地
区

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
様
子

　
右
記
の
日
程
で
秘
境
大
学
参

加
者
全
員
が
向
方
地
区
を
訪
問

し
、
農
業
体
験
や
お
き
よ
め
祭

り
が
開
催
さ
れ
る
お
宮
の
見
学
、

地
区
で
お
祭
り
や
林
業
に
携
わ

る
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
普

段
の
生
活
で
は
で
き
な
い
体
験

を
通
し
て
、
向
方
地
区
で
の
暮

ら
し
、
文
化
に
つ
い
て
よ
り
興

味
が
深
ま
っ
た
と
い
う
感
想
や
、

参
加
者
自
身
の
専
門
分
野
を
活

か
し
た
活
動
が
出
来
そ
う
と
い

う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
　
◆
　
◆

　
秘
境
大
学
で
は
、
今
後
も
向

方
地
区
を
は
じ
め
と
す
る
村
内

各
地
で
活
動
し
て
い
く
予
定
で

す
。
秘
境
大
学
の
活
動
に
つ
い

て
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。



　
12
月
16
日
㈮
に
、
龍
泉
閣
前

で
年
末
の
交
通
安
全
運
動
に
お

け
る
交
通
指
導
所
を
開
設
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
阿
南
警
察
署

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
村
長
、

阿
南
交
通
安
全
協
会
天
龍
支
部

の
皆
さ
ん
に
よ
り
、「
運
転
は

（７）広 報　天　　龍 令和４年12月22日 広 報　天　　龍（６）令和４年12月22日

ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
11
月
12
日
㈯
に
第
22
回
天
龍

村
長
杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が

ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
、
20
名

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
が
出
る
な
ど
数
多
く

の
好
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
優
勝
者
は
、
南
中
区

の
熊
谷
周
文
さ
ん
で
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
既
に
ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー
＆
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
は
冬
季
休
業

に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
来
春
に

は
ま
た
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
の
で
、

第
22
回
　
　
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
！参加者で記念撮影

年
末
の
交
通
安
全
実
施

移
住
者
交
流
会
「
和
知
野
川
キ
ャ
ン
プ
場
で
遊
ぼ
う
！
」を
開
催
し
ま
し
た

　
み
ん
な
の
笑
顔
で
柚
子
里
愛

（
ゆ
ず
り
あ
い
）」
を
テ
ー
マ
に
、

天
龍
村
特
産
の
柚
子
を
配
布
し
、

安
全
運
転
の
呼
び
か
け
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
悲
惨
な
交
通
事
故
が

無
く
な
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
10
月
22
日
㈯
、
和
知
野

川
キ
ャ
ン
プ
場
に
て
移
住

者
交
流
会
を
開
催
し
、
大

勢
の
参
加
者
が
キ
ャ
ン
プ

場
を
訪
れ
ま
し
た
。
今
回

は
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

の
体
験
会
や
本
の
交
換
会
、

た
き
火
を
囲
み
な
が
ら
の

流
星
群
観
測
会
の
ほ
か
、

出
店
な
ど
が
あ
り
、
に
ぎ

や
か
な
交
流
会
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
者
は
た
く
さ

ん
の
ブ
ー
ス
を
回
り
、
終

始
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で

し
た
。

　
移
住
定
住
推
進
係
で
は

引
き
続
き
新
た
な
つ
な
が

り
や
交
流
が
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
大
勢
の

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
発
　
元
気
づ
く
り
支
援

金
事
業
は
、
市
町
村
や
公
共
的

活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団

体
が
実
施
す
る
「
地
域
の
元
気

を
生
み
出
す
、
モ
デ
ル
的
で
発

展
性
の
あ
る
事
業
」
に
対
し
助

成
す
る
制
度
で
す
。

募
集
期
間

　
令
和
５
年
１
月
４
日
〜
23
日

※
県
へ
の
提
出
期
限
と
異
な
り

ま
す
。

応
募
書
類
の
提
出
先

地
域
振
興
課
移
住
定
住
推
進
係

【
参
考
】
直
近
の
採
択
事
業

・
親
子
キ
ャ
ン
プ
体
験
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
（
令
和
４
年
度
）

・
関
係
人
口
創
出
事
業
の
実
施

（
令
和
２
年
度
〜
令
和
４
年
度
）

・
天
龍
村
移
住
交
流
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
（
令
和
元
年
度
〜
令

和
３
年
度
）

・
オ
リ
パ
ラ
木
材
提
供
Ｐ
Ｒ
活

動（
講
演
会
）（
令
和
元
年
度
）

※
本
事
業
を
検
討
さ
れ
る
方
は
、

事
業
概
要
や
条
件
な
ど
を
ご

説
明
し
ま
す
の
で
、
事
前
に

役
場
地
域
振
興
課
移
住
定
住

推
進
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。☎
32
-１
０
２
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　11月27日㈰に長野市で行われたふるさと
CM大賞NAGANO最終審査会にて「団結賞」
を受賞しました。村のみなさんが一つになっ
てCMを作っているという点が評価されまし
た。これまでCMの制作にご協力いただいた
みなさんに、制作スタッフ一同より改めて感
謝申し上げます。
　今回の最終審査会の模様が１月３日㈫16時
から、長野朝日放送にて放映されます。今回
のCMや、天龍村のPRパフォーマンスの様子
も放映されますので、是非ご覧ください。

ふるさとCM大賞
NAGANO 団結賞受賞

天龍村定住促進事業による通勤助成金の申請を開始します。
下記に該当する方は通勤助成金の支給対象となりますので、役場へ申請書を提出してください。

該　当　要　件
①～③のすべてを満たすことが条件です。
①１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意思がある方
②16歳以上で村外に勤務されている方（年齢の上限はありません）
③通勤日数が月15日以上の方（月15日未満は支給対象外です）

助　成　内　容　
・2022年１月～12月までの間の勤務実績に応じて、通勤距離１㎞あたり10円（月最大10,000円）の助成を
行います。消防団員の方は助成総額に10％を加算した額を支給します。

・助成の内容については、総額の2/3は現金で支給し、1/3は翌年度村内のガソリンスタンド（以下SS）で
使えるクーポン券を支給します。クーポン券端数分は切り捨て、現金で支給します。

※村内SSクーポン券で利用できるものの例：給油、灯油配達、タイヤ、オイル交換、洗車
※SS発行の専用カードへの入金など、換金性が高いものには使用できません。

提　出　書　類
① 住民票の写し
② 申請書（役場、南支所、村のホームページからダウンロード

（　行政情報　→　くらしと手続き　→　申請書　→　申請書ダウンロード　）
　　※会社などへの就業証明は、就業先に申請書内にある該当箇所への記入押印を依頼してください。

受付期間・受付場所
役場（地域振興課）または南支所へ令和５年（2023年）１月４日㈬～ 31日㈫までに提出ください。

▼　　　▼　　　▼　　　▼　　　▼
　ご不明な点がございましたら、地域振興課移住定住推進係へお問い合わせください。☎32－1023

通勤助成金の受付を開始します

※令和4年度より補助率が変更されます。

（例）助成額が80,000円の場合

これまで

一律１㎞あたり10円

令和４年度から

１㎞あたり10円で算出された金額のうち、

16歳～ 40歳はその額の10/10、

41歳～ 50歳は2/3、51歳以上は1/3

【現金支給分】
80,000円－26,000円（クーポン券）＝　54,000円
●54,000円を年度末に現金振り込みで支給

【クーポン券支給分】
80,000円×１／３＝26,666円→　26,000円
●翌年度村内SSで使えるクーポン券として交付
（1,000円券×26枚）

交流会の様子



　
12
月
16
日
㈮
に
、
龍
泉
閣
前

で
年
末
の
交
通
安
全
運
動
に
お

け
る
交
通
指
導
所
を
開
設
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
阿
南
警
察
署

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
村
長
、

阿
南
交
通
安
全
協
会
天
龍
支
部

の
皆
さ
ん
に
よ
り
、「
運
転
は

（７）広 報　天　　龍 令和４年12月22日 広 報　天　　龍（６）令和４年12月22日

ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
11
月
12
日
㈯
に
第
22
回
天
龍

村
長
杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が

ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
、
20
名

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
が
出
る
な
ど
数
多
く

の
好
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
優
勝
者
は
、
南
中
区

の
熊
谷
周
文
さ
ん
で
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
既
に
ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー
＆
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
は
冬
季
休
業

に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
来
春
に

は
ま
た
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
の
で
、

第
22
回
　
　
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
！参加者で記念撮影

年
末
の
交
通
安
全
実
施

移
住
者
交
流
会
「
和
知
野
川
キ
ャ
ン
プ
場
で
遊
ぼ
う
！
」を
開
催
し
ま
し
た

　
み
ん
な
の
笑
顔
で
柚
子
里
愛

（
ゆ
ず
り
あ
い
）」
を
テ
ー
マ
に
、

天
龍
村
特
産
の
柚
子
を
配
布
し
、

安
全
運
転
の
呼
び
か
け
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
悲
惨
な
交
通
事
故
が

無
く
な
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
10
月
22
日
㈯
、
和
知
野

川
キ
ャ
ン
プ
場
に
て
移
住

者
交
流
会
を
開
催
し
、
大

勢
の
参
加
者
が
キ
ャ
ン
プ

場
を
訪
れ
ま
し
た
。
今
回

は
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

の
体
験
会
や
本
の
交
換
会
、

た
き
火
を
囲
み
な
が
ら
の

流
星
群
観
測
会
の
ほ
か
、

出
店
な
ど
が
あ
り
、
に
ぎ

や
か
な
交
流
会
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
者
は
た
く
さ

ん
の
ブ
ー
ス
を
回
り
、
終

始
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で

し
た
。

　
移
住
定
住
推
進
係
で
は

引
き
続
き
新
た
な
つ
な
が

り
や
交
流
が
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
大
勢
の

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
発
　
元
気
づ
く
り
支
援

金
事
業
は
、
市
町
村
や
公
共
的

活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団

体
が
実
施
す
る
「
地
域
の
元
気

を
生
み
出
す
、
モ
デ
ル
的
で
発

展
性
の
あ
る
事
業
」
に
対
し
助

成
す
る
制
度
で
す
。

募
集
期
間

　
令
和
５
年
１
月
４
日
〜
23
日

※
県
へ
の
提
出
期
限
と
異
な
り

ま
す
。

応
募
書
類
の
提
出
先

地
域
振
興
課
移
住
定
住
推
進
係

【
参
考
】
直
近
の
採
択
事
業

・
親
子
キ
ャ
ン
プ
体
験
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
（
令
和
４
年
度
）

・
関
係
人
口
創
出
事
業
の
実
施

（
令
和
２
年
度
〜
令
和
４
年
度
）

・
天
龍
村
移
住
交
流
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
（
令
和
元
年
度
〜
令

和
３
年
度
）

・
オ
リ
パ
ラ
木
材
提
供
Ｐ
Ｒ
活

動（
講
演
会
）（
令
和
元
年
度
）

※
本
事
業
を
検
討
さ
れ
る
方
は
、

事
業
概
要
や
条
件
な
ど
を
ご

説
明
し
ま
す
の
で
、
事
前
に

役
場
地
域
振
興
課
移
住
定
住

推
進
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。☎
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　11月27日㈰に長野市で行われたふるさと
CM大賞NAGANO最終審査会にて「団結賞」
を受賞しました。村のみなさんが一つになっ
てCMを作っているという点が評価されまし
た。これまでCMの制作にご協力いただいた
みなさんに、制作スタッフ一同より改めて感
謝申し上げます。
　今回の最終審査会の模様が１月３日㈫16時
から、長野朝日放送にて放映されます。今回
のCMや、天龍村のPRパフォーマンスの様子
も放映されますので、是非ご覧ください。

ふるさとCM大賞
NAGANO 団結賞受賞

天龍村定住促進事業による通勤助成金の申請を開始します。
下記に該当する方は通勤助成金の支給対象となりますので、役場へ申請書を提出してください。

該　当　要　件
①～③のすべてを満たすことが条件です。
①１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意思がある方
②16歳以上で村外に勤務されている方（年齢の上限はありません）
③通勤日数が月15日以上の方（月15日未満は支給対象外です）

助　成　内　容　
・2022年１月～12月までの間の勤務実績に応じて、通勤距離１㎞あたり10円（月最大10,000円）の助成を
行います。消防団員の方は助成総額に10％を加算した額を支給します。

・助成の内容については、総額の2/3は現金で支給し、1/3は翌年度村内のガソリンスタンド（以下SS）で
使えるクーポン券を支給します。クーポン券端数分は切り捨て、現金で支給します。

※村内SSクーポン券で利用できるものの例：給油、灯油配達、タイヤ、オイル交換、洗車
※SS発行の専用カードへの入金など、換金性が高いものには使用できません。

提　出　書　類
① 住民票の写し
② 申請書（役場、南支所、村のホームページからダウンロード

（　行政情報　→　くらしと手続き　→　申請書　→　申請書ダウンロード　）
　　※会社などへの就業証明は、就業先に申請書内にある該当箇所への記入押印を依頼してください。

受付期間・受付場所
役場（地域振興課）または南支所へ令和５年（2023年）１月４日㈬～ 31日㈫までに提出ください。

▼　　　▼　　　▼　　　▼　　　▼
　ご不明な点がございましたら、地域振興課移住定住推進係へお問い合わせください。☎32－1023

通勤助成金の受付を開始します

※令和4年度より補助率が変更されます。

（例）助成額が80,000円の場合

これまで

一律１㎞あたり10円

令和４年度から

１㎞あたり10円で算出された金額のうち、

16歳～ 40歳はその額の10/10、

41歳～ 50歳は2/3、51歳以上は1/3

【現金支給分】
80,000円－26,000円（クーポン券）＝　54,000円
●54,000円を年度末に現金振り込みで支給

【クーポン券支給分】
80,000円×１／３＝26,666円→　26,000円
●翌年度村内SSで使えるクーポン券として交付
（1,000円券×26枚）

交流会の様子



（５）広 報　天　　龍 令和４年12月22日 広 報　天　　龍（８）令和４年12月22日

任期満了による民生委員・児童委員の一斉改選が行われ、12月1日より新たな委員でスタートするこ
とになりました。民生委員・児童委員は、民生委員法により定められた民生委員推薦会によりその選考
が行われ、長野県知事に推薦されたもので、知事は県の地方社会福祉審議会の意見を聴いたうえで厚生
労働大臣に推薦し、このたび同大臣から委嘱される運びとなりました。任期は３年間で、長期にわたり
大変お世話になりますがよろしくお願いします。

『民生委員・児童委員名簿』（令和４年度改選後）

『退任委員』　金田　隆さん（鶯巣）、宮澤　紀子さん（中井侍）
長年にわたり、地域福祉の向上にご尽力いただきましたことに、心から感謝申し上げます。

民生委員は民生委員法により市町村への設置が定められ、児童委員は児童福祉法によって民生委員が
児童委員を兼ねることとなっています。民生委員・児童委員は厚生労働大臣に委嘱されたボランティア
として、地域に根差した福祉活動を展開するもので、担当区域の住民の実態や福祉需要を日常的な把握と、
地域住民がかかえる問題について、相手の立場に立って相談にのります。また、住民の福祉需要に応じ
てサービスが得られるよう関係行政機関、施設・団体などに連絡し、必要な対応を促すパイプ役となっ
ていただくのが主な活動になります。
民生委員・児童委員は、個人的な利益につながる支援として経済的支援や労力の提供などといったサー
ビスは行いません。また、過剰な個人づきあいを強いられるものでもありませんので、ご理解をお願い
します。 

民生委員・児童委員の一斉改選が行われました
「
つ
な
が
り
人
口
創
出
事
業
･
秘
境
大
学
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
実
施
し
て
い
ま
す

民生委員・児童委員の活動について

出身地区 氏　　名 新･再任別 担　　当　　地　　区

清　水 遠山　巳好 再　任 折立　　清水　　北　　本町　　長野

西　原 宮澤 ナヲ子 再　任 為栗　　西原　　東原A

東原B 小木曽 靖子 再　任 東原B　　中央　　余野

長野町 村松　三子 再　任 長野町　南下　松島　長沼　長島宇連　見遠

南　上 板倉　昭德 再　任 岡本　　南上　　南中

十久保 熊谷　秀敏 新　任 鴬巣 　十久保 　下山　中井侍　途中上平　鴬巣宇連

福　島 平松　喜子 再　任 栄町　福島　　大久那　　合戸　　

坂　部 平松　和子 再　任 中組　　戸口　　倉の平　　坂部

向　方 橋爪　　誠 再　任 梨畑　　大河内　　向方　　峠山

西　原 福士　直子 再　任 天龍村全域【主任児童委員】

任期：令和４年12月1日～令和７年11月30日 （敬称略）

〇インボイス発行事業者の登録を検討されている方向けの説明会

開催日 開催時間 開催場所 定　員 お問合せ先

令和５年
1月16日㈪

9時30分～
10時30分

飯田税務署（2階会議室）
飯田市高羽町
6丁目１－５
飯田高羽合同庁舎内

20名（事前登録制）
令和5年1月11㈬迄

飯田税務署
法人課税
第一部門

☎0265-22-1742
令和５年
1月23日㈪

14時00分～
15時00分

20名（事前登録制）
令和5年1月18㈬迄

〇登録予定事業者向けの制度開始に向けての準備に関する説明会

開催日 開催時間 開催場所 定員 お問合せ先

令和５年
1月16日㈪

14時00分～
15時00分

飯田税務署（2階会議室）
飯田市高羽町
6丁目１－５
飯田高羽合同庁舎内

20名（事前登録制）
令和5年1月11㈬迄

飯田税務署
法人課税
第一部門

☎0265-22-1742
令和５年
1月23日㈪

9時30分～
10時30分

20名（事前登録制）
令和5年1月18㈬迄

令和５年10月１日から、消費税の仕入税額控除の方式としてインボイス制度が開始されることに伴い、
飯田税務署による次の説明会が開催されます。
※法人、個人事業者の方で参加を希望される場合は、次の表をご覧の上、飯田税務署へお問合せください。
参加料は無料ですが、事前登録が必要となります。
なお、新型コロナウイルス感染症等の状況によっては開催を中止する場合がございます。あらかじめご
了承ください。

消費税「インボイス制度」説明会の開催について

　
村
で
は
移
住
定
住
施
策
の
一

環
と
し
て
、
都
市
部
に
住
み
な

が
ら
村
と
関
わ
り
を
持
ち
、
村

の
地
域
活
動
に
参
加
・
協
力
い

た
だ
く
「
つ
な
が
り
人
口
創
出

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
２
０
１
９
年
か
ら

「
天
龍
つ
な
ぐ
カ
レ
ッ
ジ
」
と

し
て
始
ま
り
、
２
０
２
１
年
度

か
ら
は
「
秘
境
大
学
」
と
名
を

改
め
、
村
内
視
察
や
村
民
と
の

交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
年
々
参
加
者
が
増
え
て
お
り
、

今
年
度
は
定
員
を
は
る
か
に
上

回
る
計
２
３
名
か
ら
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
を
通

し
て
天
龍
村
の
魅
力
が
村
外
に

広
く
伝
わ
っ
て
き
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。秘

境
大
学
の
活
動

　
現
在
、
秘
境
大
学
で
は
向
方

地
区
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
里

山
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

（
資
源
の
商
品
化
、
価
値
の
具

現
化
）
を
す
る
チ
ー
ム
と
、
地

区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
文

化
の
継
承
に
つ
い
て
か
か
わ
り

方
を
考
え
る
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
月
に
１

度
ネ
ッ
ト
会
議
を
し
た
り
、
実

際
に
向
方
地
区
を
訪
れ
、
地
区

の
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換
を
し

た
り
と
、
積
極
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

10
月
22
日
･
23
日 

向
方
地
区

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
様
子

　
右
記
の
日
程
で
秘
境
大
学
参

加
者
全
員
が
向
方
地
区
を
訪
問

し
、
農
業
体
験
や
お
き
よ
め
祭

り
が
開
催
さ
れ
る
お
宮
の
見
学
、

地
区
で
お
祭
り
や
林
業
に
携
わ

る
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
普

段
の
生
活
で
は
で
き
な
い
体
験

を
通
し
て
、
向
方
地
区
で
の
暮

ら
し
、
文
化
に
つ
い
て
よ
り
興

味
が
深
ま
っ
た
と
い
う
感
想
や
、

参
加
者
自
身
の
専
門
分
野
を
活

か
し
た
活
動
が
出
来
そ
う
と
い

う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
　
◆
　
◆

　
秘
境
大
学
で
は
、
今
後
も
向

方
地
区
を
は
じ
め
と
す
る
村
内

各
地
で
活
動
し
て
い
く
予
定
で

す
。
秘
境
大
学
の
活
動
に
つ
い

て
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。



●
所
在
地

　〒
３
９
６-

０
０
１
４

　
伊
那
市
狐
島
４
１
７
６
番
地

●
募
集
人
員
　
40
名

●
修
学
年
限
　
２
年

●
願
書
受
付

　
令
和
５
年
１
月
10
日
㈫

　
〜
１
月
31
日
㈫

●
受
験
料
　
１
万
円

●
入
学
試
験
日

　
令
和
５
年
２
月
18
日
㈯

●
試
験
科
目
　

国
語
・
数
学
・
面
接
（
該
当
者
）

●
資
料
請
求
方
法

　
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、
94
円

切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒

（
長
形
３
号
）
を
同
封
の
上
「
募

集
要
項
希
望
」
と
明
記
し
て
郵
便

に
て
請
求
し
て
い
た
だ
く
か
、
直

接
学
院
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

ご
不
明
な
点
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院

℡
０
２
６
５-

７２-

２
８
５
６

（９）広 報　天　　龍 令和４年12月22日 広 報　天　　龍（４）令和４年12月22日

生
徒
募
集
に
つ
い
て

天龍村租税教育推進協議会では、租税教育の一環
として次の世代を担う子ども達に税について関心を
持ってもらい税の大切さを知ってもらうため、毎年、
小中学生を対象として｢税に関するポスター・作文｣
の募集を行っています。
本年度は、小学生４名、中学生12名から、ポスタ

ーと作文の応募をいただき、11月２日㈬に天龍村老
人福祉センターで表彰授与式が行われました。
各賞を受賞されたみなさんおめでとうございます。

令和4年度天龍村租税教育推進協議会 税に関するポスター･作文の受賞者

令和４年度　税に関する ｢ポスター｣ 受賞者
◎ポスター

賞　名 学校名 学年 氏　名表　彰　状　記　載　名

天龍村租税教育推進協議会長賞 天龍小 ５年 熊谷　一輝（くまがい　いっき）
税金はみんなではらおう

飯田税務署長賞 天龍小 ５年 成瀬　心夏（なるせ　こなつ）
みんなの税で明るい未来

天龍村租税教育推進協議会特別賞 天龍小 ５年 藤澤陽菜乃（ふじさわ　ひなの）
税金は正しくおさめよう

天龍村租税教育推進協議会特別賞 天龍小 ５年 宮澤　優心（みやざわ　こころ）
社会のために税金をおさめよう

令和４年度　税に関する ｢作文｣ 受賞者
◎作文

賞　名 学校名 学年 氏　名表　彰　状　記　載　名

天龍村租税教育推進協議会長賞 天龍中 ２年 熊谷　朋哉（くまがい　ともや）
税の仕組

天龍村租税教育推進協議会　飯田税務署長賞 天龍中 ３年 宮下　昇己（みやした　しょうき）
税金の大切さ

南信県税事務所長賞 どんぐり向方中 ２年 廣畑　桃佳（ひろはた　ももか）
納税された税の主な使われ方

飯田地区納税貯蓄組合連合会特別賞 どんぐり向方中 ３年 小山　杏奈（おやま　あんな）
税金の色々な使い道

天龍村商工会長賞 天龍中 １年 藤澤　幸音（ふじさわ　ゆきの）
税金の役割

天龍村青色申告会長賞 天龍中 ３年 熊谷　彩香（くまがい　あやか）
ベーシックインカムについて

（社）飯田法人会天龍支部長賞 どんぐり向方中 ２年 杵渕　拓生（きねぶち　たくお）
税金の必要性

天龍村租税教育推進協議会　関東信越税理士会飯田支部長賞 どんぐり向方中 ３年 土肥　秀太（どひ　しゅうた）
ふるさと納税の仕組

飯田信用金庫天龍支店長賞 どんぐり向方中 ２年 白井　斗翔（しらい　とわ）
私の身近な税金

みなみ信州農業協同組合南信濃支所長賞 どんぐり向方中 １年 清水　ひなた（しみず　ひなた）
税金について

平岡郵便局長賞 どんぐり向方中 ２年 湯浅　直大（ゆあさ　なおひろ）
税の作文

飯田間税会長賞 どんぐり向方中 ３年 五味　暖翔（ごみ　はると）
税について

記念撮影の様子

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、

不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人
に

対
し
、
そ
の
取
得
を
知
っ
た
日

か
ら
３
年
以
内
に
相
続
登
記
の

申
請
を
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ

れ
ま
す
。

　
相
続
登
記
に
関
し
て
ご
不
明

な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
左

記
の
期
間
で
、
県
内
各
司
法
書

士
事
務
所
に
よ
る
無
料
相
談
が

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
期
間
／
令
和
５
年
２
月
１
日

㈬
〜
２
月
28
日
㈫

・
時
間
／
朝
９
時
か
ら
夕
方
４

時
迄（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

・
場
所
／
県
内
各
司
法
書
士
事

務
所（
ご
希
望
の
司
法
書
士
事

務
所
へ
直
接
ご
予
約
く
だ
さ

い
。連
絡
先
な
ど
ご
不
明
な
場

合
は
、次
の
お
問
い
合
わ
せ
先

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

・
相
談
料
／
無
料

・
相
談
例
／
相
続
登
記
は
し
な

い
と
い
け
な
い
の
？

相
続
登
記
義
務
化
に
な
っ
た

ら
ど
う
な
る
の
？

遺
言
に
つ
い
て
知
り
た
い
な
ど

・
お
問
い
合
わ
せ
先
　
長
野
県

司
法
書
士
会
事
務
局
　
℡
０

２
６‒

２
３
２‒

７
４
９
２

司
法
書
士
に
よ
る

　相
続
登
記
無
料
相
談
月
間

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院

分
は
、
一
日
約
２
ℓ
と
い
わ
れ

ま
す
。
適
度
に
水
分
を
摂
り
、

脱
水
症
状
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
脱
水
は
、
腎

臓
に
負
担
を
か
け
ま
す
の
で
、

こ
ま
め
に
水
や
お
茶
な
ど
の
水

分
を
補
給
し
て
く
だ
さ
い
。

②
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
食
事
で
摂
っ
た
塩

分
は
、
腎
臓
で
排
泄
し
ま
す
の

で
、
塩
分
を
摂
り
過
ぎ
る
と
腎

臓
に
負
担
を
か
け
て
し
ま
い
ま

す
。③
高
血
圧
を
治
療
し
ま
し

ょ
う
。
腎
臓
は
、
血
液
の
ろ
過

機
能
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
全

身
の
血
圧
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

血
圧
の
高
い
状
態
が
続
く
と
、

腎
臓
の
細
い
血
管
に
負
担
が
か

か
り
、
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ

し
ま
す
の
で
、
余
分
な
水
分
や

塩
分
を
十
分
に
排
泄
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
血
液

量
が
増
え
て
心
臓
の
負
担
も
増

え
、
血
圧
が
高
く
な
り
ま
す
。

④
血
糖
値
を
上
げ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
血
液
中
の
糖
分

が
多
い
状
態
、
い
わ
ゆ
る
高
血

糖
は
、
血
管
を
痛
め
ま
す
。
特

に
糖
尿
病
で
慢
性
的
に
高
血
糖

状
態
が
続
く
と
、
腎
臓
の
血
管

が
傷
つ
き
、
ろ
過
機
能
が
低
下

し
ま
す
。
す
る
と
尿
に
タ
ン
パ

　
私
た
ち
が
食
べ
た
り
飲
ん
だ

り
し
て
体
内
に
取
り
込
ん
だ
も

の
は
、
主
に
内
臓
で
代
謝
さ
れ

て
、
体
外
に
排
泄
さ
れ
ま
す
。

代
謝
に
よ
っ
て
で
き
た
老
廃
物

や
毒
素
な
ど
は
、
便
と
尿
に
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
水
に
溶
け

な
い
物
質
は
、
肝
臓
か
ら
腸
内

に
送
ら
れ
便
に
な
り
、
水
に
溶

け
る
物
質
は
、
腎
臓
で
ろ
過
さ

れ
て
膀
胱
に
た
ま
り
、
尿
に
な

り
ま
す
。
今
回
は
、
尿
を
つ
く

る
腎
臓
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
腎
臓
は
背
骨
の
両
側
に
左
右

１
個
ず
つ
あ
り
、
私
た
ち
の
体

内
を
流
れ
る
血
液
を
全
て
ろ
過

し
、
老
廃
物
や
余
分
な
水
分
を

尿
と
し
て
除
去
し
て
い
ま
す
。

腎
臓
が
一
日
に
ろ
過
す
る
血
液

の
量
は
１
５
０
ℓ
と
い
わ
れ
、

大
型
の
ド
ラ
ム
缶
１
本
分
に
相

当
し
ま
す
。
腎
臓
の
働
き
が
弱

る
と
老
廃
物
が
体
内
に
蓄
積
し

ま
す
の
で
、
腎
臓
の
機
能
を
低

下
さ
せ
な
い
た
め
に
、
次
の
工

夫
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

①
私
た
ち
の
身
体
に
必
要
な
水

腎
臓
を
労
わ
り
ま
し
ょ
う

腎
臓
を
労
わ
り
ま
し
ょ
う

腎
臓
を
労
わ
り
ま
し
ょ
う

保
健
師
だ
よ
り

ク
質
が
漏
れ
出
し
、
糖
尿
病
性

腎
症
と
い
う
病
態
に
な
り
ま
す
。

高
血
糖
を
放
置
せ
ず
、
ま
ず
は

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
、
き

ち
ん
と
治
療
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

⑤
脂
質
異
常
症
を
見
過
ご
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
血
液

中
に
脂
質
が
多
く
、
余
分
な
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
血
管
壁
に
た

ま
り
動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
の

で
、
腎
臓
病
の
発
症
に
つ
な
が

り
ま
す
。

⑥
生
活
習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
・
改

善
し
ま
し
ょ
う
。
生
活
習
慣
病

は
、
腎
臓
の
機
能
を
低
下
さ
せ
、

腎
臓
病
の
要
因
に
な
り
や
す
い

と
い
わ
れ
ま
す
。
自
分
の
状
態

に
合
わ
せ
て
、
毎
日
、
適
度
に

身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
ラ

ジ
オ
体
操
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

お
す
す
め
で
す
。
ま
た
、
食
事

の
内
容
を
見
直
し
、
減
塩
・
良

質
な
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
を
心

が
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
既
に
腎
臓
病
や
透
析

な
ど
で
治
療
中
の
場
合
は
、
水

分
摂
取
量
や
日
常
の
活
動
量
な

ど
に
つ
い
て
主
治
医
の
指
示
に

従
い
ま
し
ょ
う
。



（３）広 報　天　　龍 令和４年12月22日 広 報　天　　龍（10）令和４年12月22日
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ふ
る
さ
と
寄
附
金

　
広
報
天
龍
第
２
１
０
号
（
10

月
号
）
で
公
表
後
、
11
月
30
日

現
在
で
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ご

希
望
の
方
の
み
、
氏
名
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
金
田 

健 

様
●
阿
部 

出 

様

●
井
上 

康
平
様
●
和
久
田 

康
平 

様

●
金
田 

秀
章 

様
●
吉
田 

定
宏 

様

●
渡
辺 

弘 

様
●
國
澤 

裕
城 

様

●
佐
藤 

沙
妃 

様
●
細
川 

汐
里 

様

●
菅
原 

慎
一 

様
●
山
岡 

愛
子 

様

●
植
田 

浩
一 

様
●
網 

明
日
香 

様

●
有
波 

裕
貴 

様
●
西 

直
亮 

様

●
奥
村 

真
理 

様
●
坂
本 

久
美
子 

様

●
黒
川 

宗
康 

様
●
浅
倉 

庸
志  

様

●
岩
瀬 

國
雄 

様
●
内
田 

欽
士 

様

●
三
谷 

豊
章 

様
●
小
出 

貴
志 

様

●
西
郷 

か
お
り 

様
●
宇
土 

晃
央 

様

●
大
関 

健
治 

様
●
今
西 

和
衛 

様

●
巽 

俊
文 

様
●
松
原 

忠
大 

様

●
丹
野 

裕
子 

様
●
臼
井 

昭
雄 

様

●
前
川 

佳
範 

様
●
遠
藤 

ま
り 

様

●
浅
原 

貫
太 

様
●
小
川 

敦
史 

様

●
渡
邊 

希 

様
●
木
戸 

万
有
美 

様

●
山
田 

明
広 

様
●
東
口 

雄
三 

様

●
野
中 

隆
弘 

様
●
大
槻 

隆
之 

様

●
矢
花 

之
宏 

様
●
小
川 

貴
史 

様

●
清
水 

香 

様
●
山
口 

春
花 

様

●
大
古
場 

智
恵
子 

様
●
林 

裕  

様

●
望
月 

健
太 

様
●
菊
地 

野
生 

様

●
安
藤 

雅
明 

様
●
河
村 

真
紀
子 

様

　
今
回
は
３
２
７
名
の
方
か
ら

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
な

ど
か
ら
も
お
申
込
み
が
で
き
ま

す
。
決
済
方
法
は
金
融
機
関
か

ら
の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
役
場
窓

口
で
も
承
り
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.jp/

水
道
管
は
、
保
温
材
を
敷
く
、

巻
く
こ
と
が
有
効
で
す
。
特

に
立
ち
上
が
り
部
分
は
、
地

中
へ
20
㎝
ほ
ど
保
温
材
を
巻

い
て
、
蛇
口
部
分
も
保
護
す

る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

●
不
凍
栓
の
活
用
…
不
凍
栓
が

あ
る
場
合
は
、
寝
る
前
に
必

ず
バ
ル
ブ
を
閉
め
、
蛇
口
を

し
っ
か
り
開
い
て
水
抜
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

そ
れ
で
も
水
道
管
が
破
裂
し

漏
水
し
た
場
合
は
、
メ
ー
タ
ー

器
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
を
右

に
回
し
閉
め
て
か
ら
、
水
道
工

事
業
者
へ
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

（
建
設
課 

環
境
水
道
係
）

　
年
末
年
始
を
控
え
、
今
年
も

厳
し
い
寒
気
が
訪
れ
ま
す
。
朝

晩
の
冷
え
込
み
に
よ
り
、
水
道

管
が
凍
結
す
る
と
、破
裂
、漏
水
、

断
水
な
ど
で
起
こ
る
被
害
は
恐

ろ
し
い
も
の
で
す
。

　
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

凍
結
防
止
に
有
効
な
手
段
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

●
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
器
ボ
ッ

ク
ス
内
の
保
護
…
ご
家
庭
の

水
道
メ
ー
タ
ー
器
ボ
ッ
ク
ス

内
や
、
屋
外
に
む
き
出
し
の

　
村
政
を
は
じ
め
、
天
龍
村
に

対
す
る
様
々
な
ご
意
見
・
ご
要

望
、
日
頃
か
ら
感
じ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
く

「
提
言
ボ
ッ
ク
ス
」
を
新
た
に

満
島
屋
の
イ
ー
ト
イ
ン
・
交
流

ス
ペ
ー
ス
側
の
出
入
り
口
付
近

に
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
提
言
ボ
ッ
ク
ス
は
他
に
、
役

場
、
な
ん
で
も
館
、
お
き
よ
め

の
湯
、
龍
泉
閣
に
設
置
し
て
あ

り
ま
す
。

　
天
龍
村
長
と
天
龍
村
議
会
議

員
で
、
道
路
改
良
等
に
関
す
る

天
龍
村
独
自
の
要
望
活
動
を
令

和
４
年
11
月
24
日
に
長
野
県
建

設
部
、
長
野
県
議
会
と
関
東
地

方
整
備
局
へ
、
翌
日
25
日
に
財

務
省
、
国
土
交
通
省
に
対
し
、

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
来
な
ら
全
議
員
で
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
長
野

県
建
設
部
長
へ
の
要
望
活
動
で

は
、
永
嶺
村
長
は
じ
め
、
熊
谷

議
長
、
後
藤
副
議
長
、
建
設
産

業
委
員
長
の
秦
議
員
、
大
平
議

員
、
天
龍
村
商
工
会
の
福
士
会

長
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
道

路
整
備
の
必
要
性
を
訴
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、財
務
省
、国
土
交
通
省
、

関
東
地
方
整
備
局
へ
も
代
表
５

名
に
よ
り
要
望
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　
主
な
要
望
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

〇
国
道
四
一
八
号
（
福
島
・
鶯

巣
）
天
竜
川
橋
架
け
替
え
工

事
の
早
期
完
成

〇
国
道
四
一
八
号
（
阿
南
町
新

野
〜
天
龍
村
お
き
よ
め
の
湯

間
）
の
拡
幅
改
良
整
備
促
進

〇
国
道
四
一
八
号
（
早
木
戸
〜

的
瀬
間
災
害
復
旧
）
福
島
ト

ン
ネ
ル
の
早
期
完
成

〇
国
道
四
一
八
号
足
瀬
地
籍
の

通
行
止
め
早
期
復
旧

〇
○主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
平
岡

ダ
ム
〜
十
方
峡
橋
（
松
崎
）

の
拡
幅
改
良
整
備
の
早
期
事

凍
結
注
意
！

水
道
管
の
冬
支
度
は

　
　
　万
全
で
す
か
？

除
雪
作
業
・

塩
カ
ル
に
つ
い
て

冬
本
番
！

●
冬
期
間
に
お
け
る
通
行
と

生
活
の
安
全
確
保
の
た
め
、

積
雪
10
㎝
を
目
安
に
早
朝

か
ら
除
雪
作
業
を
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
一
部
の
凍
結
危
険
箇
所
へ

塩
カ
ル
・
滑
り
止
め
の
砂

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
い
た
だ
き
、
残
量

不
足
な
ど
お
気
づ
き
の
方

は
役
場
ま
で
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
近
年
、
資
材
の
高
騰
に
よ

り
塩
カ
ル
の
価
格
も
値
上

が
り
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
必
要
最
小
限
の
使

用
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
建
設
課
・
地
域
振
興
課
） 

▶
満
島
屋
に
設
置
さ
れ
た

提
言
ボ
ッ
ク
ス

満
島
屋
に

提
言
ボ
ッ
ク
ス

　
　
　
　
　設
置

村・村
議
会
に
よ
る

国
道・県
道
の
改
良
等
の

要
望
活
動
を
実
施

　
天
龍
小
学
校
で
「
お
や
す
・

し
め
縄
、
餅
つ
き
大
会
」
が
、

12
月
７
日
㈬
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
正
月
を
迎
え
る
た
め
の
、
し

き
た
り
や
、
な
ら
わ
し
の
体
験

を
通
し
て
伝
統
行
事
の
良
さ
を

知
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
の

ご
指
導
の
下
、子
ど
も
達
が「
お

や
す
・
し
め
縄
」
作
り
を
体
験

し
ま
し
た
。

　
最
初
は
慣
れ
な
い
作
業
に
苦

戦
す
る
様
子
も
あ
り
ま
し
た
が
、

講
師
の
方
の
指
導
を
受
け
る
中

で
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の「
お
や
す
・

し
め
縄
」
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
田
ん
ぼ
で
収
穫
さ

れ
た
も
ち
米
を
臼
と
杵
を
使
い
、

児
童
た
ち
が
一
生
懸
命
つ
い
て

美
味
し
い
お
餅
に
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
出
来
た
お
餅
は
、
そ
の
後
の

給
食
で
振
舞
わ
れ
、
お
世
話
に

な
っ
た
講
師
の
方
々
と
一
緒
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に
分
か
れ
て

味
わ
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
に
と
っ
て
日
本
の

伝
統
行
事
を
学
ぶ
よ
い
機
会
と

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※どなたでも無料で観覧いただけます。

と　き

ところ 文化センター なんでも館

令和5年１月15日（日）
　　午後1時30分より

☆落語家☆出　演

初笑い

新春天龍寄席

お
や
す
･
し
め
縄
、

餅
つ
き
大
会

橘家 團十郎 他5名

天龍寄席実行委員会
☎32－3206

主　催

業
化

〇
○主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
　
宇

連
沢
〜
羽
衣
崎
の
改
良
整
備

促
進

〇
○主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
　
満

月
屋
〜
早
木
戸
橋
の
改
良
整

備
促
進

〇
○主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
　
沿

道
樹
木
伐
採
の
早
期
実
施

〇
県
道
大
河
内
中
川
原
線
の
待

避
所
設
置
と
道
路
防
災
対
策

事
業
の
整
備
促
進

〇
過
疎
代
行
事
業
に
よ
る
そ
の

他
村
道
大
河
内
線
の
早
期
着

工

〇
早
木
戸
川（
的
瀬
〜
早
木
戸
）、

芝
沢
川
（
戸
口
）
の
砂
防
施

設
整
備
促
進

〇
福
島
地
区
、
向
方
地
区
（
ス

ド
ウ
チ
地
籍
）
の
地
す
べ
り

対
策
の
促
進

　
長
野
県
建
設
部
か
ら
は
小
松

次
長
よ
り
、
国
の
予
算
配
分
は

昨
年
並
み
で
は
あ
る
が
、
こ
こ

３
年
間
は
災
害
が
多
い
の
で
、

安
全
性
確
保
の
た
め
優
先
順
位

を
つ
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
関
東
地
方
整
備
局
の

飯
田
道
路
調
整
官
か
ら
は
、
国

道
四
一
八
号
足
瀬
地
籍
の
被
災

は
非
常
に
印
象
深
く
、
早
期
の

安
全
整
備
に
向
け
て
引
き
続
き

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
な
ど
の

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

◀
国
土
交
通
省

　丹
羽
道
路
局
長
へ

　要
望
書
の
手
渡
し

▶
丸
山
栄
一

　長
野
県
議
会

　議
長
へ
の
説
明



林野庁長官より受賞

12/28㈬ 12/29㈭ 12/30㈮ 12/31㈯ 1/1㈰ 1/2㈪ 1/3㈫ 1/4㈬

ふれあいステーション龍泉閣
【２階フロント、売店】

通常営業

13時
閉店 休　業

通常営業
【１階レストラン】 14時

閉店

【４階ラウンジ】 休　業

龍泉の湯
正午～18時
受付終了
19時閉館

休　業

天龍温泉おきよめの湯 通常営業 18時閉館 休業 通常営業

レストラン湯とり 冬季
営業 休業 冬季営業

図書館 通常
開館 12/29～1/4休館（1/5㈭から通常通り開館します）

村営バス
（天候等により、臨時便または運休の場合あり） 通常運行 午後

運休 運休 通常運行

広域バス平岡線（平岡⇔和田） 通常運行 運休 通常
運行

乗合タクシー平岡線（平岡⇔和田） 通常運行 土日
ダイヤ 運休 土日ダイヤ 通常

運行

天龍村国保診療所 休診 通常診察
19時まで

通常診察
18時まで 休診

年末年始の可燃ごみ回収 × ○ ○ × × × × ×

稲葉クリーンセンター受け入れ ○ ○ ○ × × × × ○

阿南斎場の受け入れ ○ ○ ○ × × × × ○

（11）広 報　天　　龍 令和４年12月22日 広 報　天　　龍（２）令和４年12月22日

【その他】可燃ゴミの収集は、向方・大河内地区は12月29日㈭まで収集を行い、年始は１月5日㈭から収集を行います。
　　　　　それ以外の地区は、12月30日㈮まで収集を行い、年始は１月6日㈮から収集を行います。

年末年始のご案内

○故堤本伊那人氏に位記（正六位）授与
○国道418号福島トンネル貫通
○新型コロナワクチン接種が昨年に続き実施される
○平岡駅前活性化施設（満島屋及びコーポあさぎり）竣工
○総合体育施設着工　令和５年２月の完成目指す
○なんでも館常設展示室等整備事業専門委員会の答申を受け整備始まる
○デマンドバス運行開始
○佐川急便株式会社と「災害時における支援物資の受入及び配送等に関する協定」を締結
○ふるさと夏まつり、新型コロナウイルスの影響により３年連続中止
○ボノ株式会社と「地域資源を活用した都市農村交流への取り組みに関する協定」を締結
○国道418号（仮称）足瀬トンネル貫通
○虫川新野峠線が第45回林道維持管理コンクールで農林水産大臣賞を受賞
○長野大井戸線　栄町区で緊急車両の通り抜けが可能に
○教育委員　松下清治氏再任
○GIGAスクールオンライン研修会　天龍中、天龍小で公開
○民生児童委員一斉改選
○つながり人口創出事業「天龍つなぐカレッジ」が地域発元気づくり支援金「地域振興局長賞」を受賞
○天龍左岸線　令和２年に被災した災害復旧工事が全て完了
○新型コロナ感染症拡大と原油価格・物価高騰の影響を受ける住民生活支援のため、各種商品券等
を配付

令和4年（2022年） 村のおもなできごと

村
表
彰
・
国
民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰

　
こ
の
度
、
天
龍
村
が
11
月
16

日
㈬
に
行
わ
れ
た
全
国
治
山
林

道
協
会
主
催
「
林
道
維
持
管
理

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
「
農
林
水
産

大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
林
道

の
維
持
管
理
業
務
と
改
善
を
促

し
、
林
道
の
路
体
保
全
と
通
行

の
安
全
確
保
を
目
的
と
し
て
維

持
管
理
状
況
の
優
秀
な
林
道
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
、
沿
線
住
民
の
み
な
さ

ん
の
道
路
管
理
が
評
価
さ
れ
、

受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

　
11
月
11
日
㈮
に
下
條
村
議
会

の
み
な
さ
ん
が
、
天
龍
村
議
会

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
状
況
の
視

察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
天
龍
村
議
会
で
は
、
令
和
３

年
度
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
及
び
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
の
た
め
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
下
條
村
議
会
で
も
来
年
度
か

ら
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
当
日
は
、
議
場
な

ど
で
天
龍
村
の
各
議
員
が
使
用

状
況
を
実
際
に
見
せ
る
形
で
説

明
し
ま
し
た
。

　
第
２
回
臨
時
会
を
11
月
２
日

㈬
に
開
催
し
、
左
記
の
議
案
に

つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
電
気
・
ガ

ス
・
食
料
品

等
の
価
格
高

騰
に
対
す
る

全
村
民
を
対

象
と
し
た
灯

油
等
燃
料
購

入
助
成
券
の

配
付
な
ど
の

経
済
対
策
と
、

９
月
の
台
風

14
号
、
15
号

災
害
に
お
け

る
災
害
復
旧

事
業
費
の
追

加
で
す
。

　
令
和
４
年
度
村
表
彰
及
び
国

民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰
の

授
与
式
が
11
月
19
日
㈯
の
昇
龍

ま
つ
り
開
祭
式
の
中
で
行
わ

れ
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
「
国

際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
飯
田
」
会

長
の
橋
部
寿
美
子
さ
ん
に
村
長

よ
り
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
み

な
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り

臨
時
議
会

臨
時
議
会

第
❷
回予

　
　
　算

令和４年度　補 正 予 算

会    計    名

一　　　般（第4号）

補正前の額

27億6,599万円

補正額

1億7,998万円

計

29億4,597万円

感
　
謝
　
状

○
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
飯
田

会
長
　
橋
部
寿
美
子
さ
ん

（
飯
田
市
）

○
石
川
峰
生
さ
ん
（
埼
玉
県
）

○
末
富
　
信
さ
ん
（
東
京
都
）

○
滝
沢
英
夫
さ
ん
（
埼
玉
県
）

○
田
中
静
大
さ
ん（
安
曇
野
市
）

　
村
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

国
保
健
康
家
庭
表
彰

【 

村 

表 

彰 

】

〇
吉
澤
幸
男
さ
ん
（
鶯
巣
宇
連

区
）

〇
安
達
ト
シ
子
さ
ん（
本
町
区
）

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
り
、
３
年
以
上
に
わ
た
り

保
険
証
を
使
用
し
な
か
っ
た
世

帯
で
、
国
民
健
康
保
険
税
を
完

納
し
た
世
帯
の
皆
さ
ん
で
す
。

虫
川
新
野
峠
線
が

農
林
水
産
大
臣
賞

　
　
　を
受
賞
！

下
條
村
議
会
の

み
な
さ
ん
が
視
察
に

来
ら
れ
ま
し
た

下條村議会からタブレットの視察

今年のおもな
できごとです。

▶
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
飯
田

会
長 

橋
部
さ
ん
（
中
央
）
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11
月
19
日
㈯
、20
日
㈰
の
２
日
間
、

な
ん
で
も
館
を
会
場
と
し
て
「
２
０

２
２
昇
龍
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
で
、
13
回
目
を
迎
え
る
「
昇

龍
ま
つ
り
」
は
、
村
民
と
農
林
商
工

業
者
な
ど
の
各
種
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
ふ
る
さ

と
の
良
さ
の
再
発
見
や
、
村
民
同
士

の
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
な
ど
を
目

的
に
、
隔
年
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
昨
年
度
実
施
予
定
で

あ
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
延
期
と
な
っ

た
た
め
今
年
度
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
両
日
と
も
感
染
症
予
防
を
十
分
に

行
う
中
で
、
各
種
表
彰
や
地
元
高
校

生
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏
を
は
じ
め
、

お
笑
い
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
、
地
元
の
各

種
団
体
に
よ
る
農
林
産
物
の
販
売
や

体
験
、
健
康
コ
ー
ナ
ー
、
作
品
展
示
、

公
民
館
ク
ラ
ブ
発
表
、特
別
講
演
会
、

投
げ
餅
が
行
わ
れ
、
両
日
と
も
に
大

勢
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
村
民
の
み
な
さ
ん
や
関

係
者
お
よ
び
投
げ
餅
の
景
品
を
ご
提

供
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

観光協会賞
宮澤信

村
民
賞 

表
紙
部
門 

大
沢
孝
史

観光協会賞
桑原真臣

観光協会賞
中島信行

㈱飯田スタジオ賞
串原幸延

㈱飯田スタジオ賞
小林健司

㈱飯田スタジオ賞
木下智子

信濃毎日新聞社賞
中村国男

信濃毎日新聞社賞
池宮正之

中日新聞社賞
林博文

中日新聞社賞
熊崎元子

南信州新聞社賞
林博文

南信州新聞社賞
恩沢利弘

火の粉舞う 雪景色の羽衣崎と飯田線 信州桜一番 ライトアップ

細道の若葉は初夏の色 ぶっぽうそうに見入るカメラマンたち 命を繋ぐ 夏の夜空

秘境駅の朝 心ひとつで! 紅葉の渓谷を行く

僕
の
ふ
る
さ
と
天
龍
村

ゆずと伊那路号

第 211 号
広 報

天 龍 村 役 場
総 務 課
斎 藤 印 刷 所

発行
編集
印刷

私たちの村
－12月１日現在－
人口 1,132 人

男 536 人 女 596 人
世帯数 645 世帯

2022年12月22日

お笑いライブショー

おめでとう!

小学校児童による太鼓 高校生による吹奏楽の演奏

久しぶりの投げ餅

至学館大学学長による
特別講演会

保育所園児による発表

　令和３年８月から１年間にわたってご応募いただいた42作品の中
から、13作品が各賞に選ばれました。
　受賞されたみなさん、おめでとうございます！またご応募いただ
いたみなさん、村民投票や審査にご協力いただいたみなさん、あり
がとうございました。

2023年天龍村カレンダーフォトコンテスト審査結果


